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�第10号−つがる市議会だより

　

平
成
19
年
度
の
つ
が
る
市
当
初

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

会
計
別
の
内
訳
は
別
表
の
と
お

り
、
一
般
会
計
と
７
特
別
会
計
、

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の

予
算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
8.2
％

増
の
３
７
５
億
５
，
３
５
９
万
４

千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
木
造
地
区
の

統
合
中
学
校
の
建
設
や
斎
場
建
設

な
ど
、
投
資
的
経
費
が
重
な
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
対
前
年
度
当
初
と

比
べ
10.1
％
増
の
２
１
９
億
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
「
地

方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と

い
う
方
針
の
も
と
で
進
め
ら
れ

て
い
る
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、

国
に
入
る
税
金
（
所
得
税
）
の
う

ち
総
額
３
兆
円
が
地
方
（
個
人
住

民
税
）
に
税
源
移
譲
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
税
源
移

譲
に
よ
り
、
市
税
は
11.5
％
増
の

総
額
２
４
億
３
，
３
６
８
万
４
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
所
得

譲
与
税
は
対
前
年
度
比
56.2
％
減

で
２
億
５
，
９
０
０
万
円
。
ま

た
、
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
か
ら

７
億
５
，
１
２
４
万
円
を
繰
り
入

れ
る
ほ
か
、
市
の
借
金
に
あ
た
る

市
債
を
活
用
し
て
財
源
の
確
保
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
５
つ

の
約
束
を
念
頭
に
予
算
編
成
を
し

て
お
り
、
予
算
規
模
の
縮
小
に
向

け
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
推
進

し
、
退
職
者
の
不
補
充
、
事
業
の

抑
制
を
図
っ
た
も
の
の
、
継
続
事

業
の
増
大
、
老
朽
化
し
た
各
施
設

の
維
持
管
理
に
多
額
の
経
費
を
要

し
、
予
算
総
額
が
前
年
度
を
大
き

く
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中

で
は
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、

特
別
職
の
給
料
及
び
報
酬
の
改
定

に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
の
か
、
広
く
市
民
の
意
見
を

聞
き
、
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
な
ど
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

平成19年度一般会計予算
【歳　入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

区　　　　分 予 算 額 増 減 額 増減率

市 税 2,433,684 250,048 11.5
地 方 譲 与 税 259,000 △ 332,000 △ 56.2
利 子 割 交 付 金 4,000 △ 4,000 △ 50.0
配 当 割 交 付 金 3,000 2,000 200.0
株 式 等 譲 渡
所 得 交 付 金 2,000 1,999 199900.0

地方消費税交付金 348,700 0 0.0
自動車取得税交付金 91,000 0 0.0
国有提供施設等所在

27,964 1332 5.0
市町村助成交付金
地 方 特 例 交 付 金 24,800 △ 45,200 △ 64.6
地 方 交 付 税 10,170,000 529,000 5.5
交通安全対策特別交付金 5,300 △ 246 △ 4.4
分担金及び負担金 160,417 △ 15,821 △ 9.0
使用料及び手数料 389,500 △ 6,383 △ 1.6
国 庫 支 出 金 2,183,887 458,151 26.5
県 支 出 金 1,059,306 257,788 32.2
財 産 収 入 32,873 18,237 124.6
寄 附 金 2 0 0.0
繰 入 金 751,244 175,242 30.4
繰 越 金 150,000 0 0.0
諸 収 入 499,923 28,653 6.1
市 債 3,303,400 685,200 26.2
歳　入　合　計 21,900,000 2,004,000 10.1

【歳　出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

区　　　　分 予 算 額 増 減 額 増減率

議 会 費 207,627 △ 132,812 △ 39.0
総 務 費 3,183,456 △ 12,633 △ 0.4
民 生 費 5,373,800 235,194 4.6
衛 生 費 1,824,177 439,605 31.8
労 働 費 15,418 13 0.1
農 林 水 産 業 費 1,818,801 167,350 10.1
商 工 費 151,025 △ 56,328 △ 27.2
土 木 費 1,987,109 650,303 48.6
消 防 費 1,444,380 269,483 22.9
教 育 費 2,477,750 308,725 14.2
災 害 復 旧 費 0 0.0
公 債 費 3,396,457 135,100 4.1
予 備 費 20,000 0 0.0
歳　出　合　計 21,900,000 2,004,000 10.1

平成19年度予算総額375億円
一般会計は実質10.1％の増加

　

平
成
19
年
第
１
回
定
例
会
が
₃
月
₉
日
か

ら
22
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
急
逝
し
た
笹
田
保
議
員
の

ご
冥
福
を
祈
り
、
議
場
で
出
席
者
全
員
が
黙

祷
を
捧
げ
開
会
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
19
年
度
一
般
会

計
予
算
や
副
市
長
定
数
条
例
な
ど
、
市
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
案
、
追
加
議
案
を
含
め
64

議
案
が
提
出
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
₆
名
の
議
員
が
登
壇
、

市
政
の
課
題
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
方
を
た

だ
し
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
の
概
要



� つがる市議会だより−第10号

ひ
と
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

安
心・快
適・便
利
な　
　
　

　
　

地
域
社
会
へ
の
取
り
組
み

 

健
全
な
行
政
運
営　

　

  

へ
の
取
り
組
み

ブ
ラ
ン
ド「
つ
が
る
」へ
の
取
り
組
み

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み

一 般 会 計 219億円（20億400万円  10.1％増）

特 別 会 計 137億円（8億700万円  6.3％増）

企 業 会 計    19億円（2,960万円  1.6％増）
特別会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）

区　　　　分 予 算 額 増 減 額 増減率
土 地 取 得 特 別 会 計 5,325 △ 160 △ 2.9
農業集落排水特別会計 675,910 △ 37,942 △ 5.3
公共下水道事業特別会計 807,211 64,950 8.8
国民健康保険特別会計 5,531,042 785,976 16.6
老 人 保 健 特 別 会 計 3,541,164 △ 3,446 △ 0.1
介 護 保 険 特 別 会 計 3,145,449 964 0.0
宅地造成事業特別会計 14,693 △ 3,163 △ 17.7

合　　　　　計 13,720,794 807,179 6.3
公営企業会計予算　　　　　　　　　　　　　　  　（単位：千円、％）

区　　　　分 予 算 額 増 減 額 増減率
国民健康保険病院事業 1,932,800 29,600 1.6

◎統合中学校の建設	 734,743
　�木造西､ 館岡､ 木造中学校を統合した中学

校校舎の建設工事が本格的に始まります。
◎学校教育活動支援員や
　　　特別支援相談員の配置など	 9,335
　�教育活動について支援や相談員を配置します。
◎姉妹都市協会	 5,670
　�北海道白老町､千葉県柏市､アメリカ合衆国

メイン衆バス市との交流を推進します。

◎木造斎場の建設	 602,966
　�今年秋頃の完成を予定している斎場建設工

事費です。
◎防災行政用無線の統合整備	 302,123
　�防災行政用無線の統合・更新を進め、住民

に必要な情報伝達の迅速化を図ります。
◎路線バスの維持	 10,050
　地域生活に必要な路線バスの維持費です。
◎イオン柏出張所費	 36,908
　�平日や土・日曜日及び祝日に開所して住民

サービスの向上を図ります。

◎合併振興基金の積立て	 576,000
　地域振興のため基金造成するものです。
◎議会広報の発行	 1,400
　�年４回議会の情報を市内全世帯にお届けし

ます。
◎収納嘱託員の設置	 1,030
　市税等の収納を行う嘱託員を設置します。

◎農産物ブランド化推進会議	 48,100
　�キャラクターやキャッチフレーズが決ま

り、販売促進につなげるＰＲ活動などの事
業を推進します。

◎健康な土づくり実践事業	 76,200
　�稲垣堆肥センターを改修し、農産物のブラ

ンド化へつながる健康な土づくりを推進し
ます。

◎石神遺跡出土品保存修理事業	 4,305
  �国重要文化財の土器を修理し、文化財の保
護活用を展開します。

◎農地・水・環境保全向上	 122,589
　活動支援交付金
　�市と活動組織が締結する協定に基づき、一

定の要件を満たす農地・水・農村環境の保
全活動を市内全域で展開、支援します。

◎農業用プラスチック回収事業	 1,554
　�産地のイメージダウンになる野焼き、不法

投棄等の防止のため、使用済プラスチック
の回収を推進します。

◎りんご経営安定対策事業補助金	 1,743
◎漁業振興対策	 2,225
　�つがるイワガキ栽培調査を実施するなど漁

業振興強化を推進します。
◎県営岩木川左岸地区かんがい排水事業
	 78,165
◎漁港地域水産物供給基盤整備事業
	 77,137

5つの重点施策と平成19年度の主な事業

一般会計の構成比
歳　入

歳　出

単位：％

単位：％

地方交付税等
交付金
49.9

市債
15.1

国･県
支出金
14.8

市税
11.1

そ
の
他
9.1

民生費
24.5

公債費
15.5

総務費
14.5

教育費
11.3

土
木
費

衛
生
費

農
林
水

産
業
費

8.3 8.39.1

そ
の
他
8.5

地方交付税等
交付金
49.9

市債
15.1

国･県
支出金
14.8

市税
11.1

そ
の
他
9.1

民生費
24.5

公債費
15.5

総務費
14.5

教育費
11.3

土
木
費

衛
生
費

農
林
水

産
業
費

8.3 8.39.1

そ
の
他
8.5

（単位：千円）
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一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
額
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に

２
億
８
，
２
６
３
万
５
千
円
を
減

額
し
予
算
総
額
は
、
２
０
８
億

９
，
５
８
６
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。特

別
会
計
補
正
予
算

　

平
成
18
年
度
各
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
事
業
の
精
査
等
に
よ
り

歳
入
・
歳
出
と
も
に
予
算
総
額

を
１
３
４
億
７
，
１
５
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

●
土
地
取
得
特
別
会
計

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
老
人
保
健
特
別
会
計

●
介
護
保
険
特
別
会
計

●
宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

企
業
会
計
補
正
予
算

　

平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
病

院
事
業
会
計
の
予
算
総
額
は
、
収

益
的
収
入
・
支
出
を
と
も
に
２
，

５
８
３
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
１
９
億
３
，
６
２
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
の
制
定･

一
部
改
正

【
制　
　

定
】

●�

つ
が
る
市
副
市
長
の
定
数
を
定

め
る
条
例

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
助
役
を
代
え
て
副
市
長
を
置

き
、
そ
の
定
数
を
一
人
と
定
め

る
も
の
で
す
。

●�
つ
が
る
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例

　

�

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧

柴
田
小
学
校
）
に
お
け
る
事
業

を
市
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け

る
も
の
で
す
。

●
つ
が
る
市
企
業
誘
致
条
例

　

�

企
業
誘
致
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
企
業
に
対
し
奨
励
措
置

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定

め
、
雇
用
機
会
の
拡
大
と
地
域

経
済
の
発
展
を
図
る
た
め
定
め

る
も
の
で
す
。

【
一
部
改
正
】

●�

監
査
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
収
入
役
制
度
を
廃
止
し
、
会

計
管
理
者
を
置
く
も
の
で
す
。

　
●�

職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
吏
員
制
度
を
廃
止
し
て
、
一

律
に
職
員
と
改
め
る
も
の
で
す
。

●�

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
�

議
長
、
副
議
長
、
及
び
議
員
の

報
酬
額
を
改
め
る
も
の
で
す
。

●�

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

�

非
常
勤
監
査
委
員
及
び
議
会
選

出
監
査
委
員
の
報
酬
額
を
改
め

る
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
助
役
に
代
え
て
副
市
長
を
置

き
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

●�

つ
が
る
市
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

�

常
勤
の
特
別
職
の
給
料
月
額
を

改
め
ま
た
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
助
役
に
代
え
て
副

市
長
を
置
く
も
の
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
改
正
す
る
も
の
で

す
。

●�

つ
が
る
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
収
入
役
制
度
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
か
ら
所
要
の
改
正
を
行

い
、
ま
た
教
育
長
の
給
料
月
額

を
改
め
る
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
３
人
目
以
降
の
扶
養
手
当

を
千
円
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。

●�

つ
が
る
市
外
国
語
指
導
員
等
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

外
国
語
指
導
員
は
非
常
勤
職
員

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
給
料
か
ら

報
酬
に
改
め
る
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

�

吏
員
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
用
語
を
整
理
す
る
も
の

で
す
。

●�

つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

医
療
保
険
制
度
体
系
の
見
直
し

な
ど
に
よ
る
大
幅
な
財
源
不
足

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
税
率

を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

障害者の活動拠点として旧柴田小学校に
設置された地域活動支援センター　　　

外国語指導員による英語の授業風景
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●�
つ
が
る
市
合
併
振
興
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

合
併
特
例
債
に
よ
り
造
成
し
た

基
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
取

崩
し
基
準
が
総
務
省
よ
り
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
基
準
を

適
用
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
立
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

木
造
中
学
校
、
木
造
西
中
学
校

及
び
館
岡
中
学
校
を
統
合
し
、

統
合
中
学
校
を
設
置
す
る
た
め

改
正
す
る
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
立
幼
稚
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

県
か
ら
無
償
譲
渡
を
受
け
た
木

造
高
校
車
力
分
校
を
車
力
幼
稚

園
園
舎
と
す
る
た
め
改
正
す
る

も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

�

保
育
所
の
保
育
料
と
混
同
を
避

け
る
た
め
、
幼
稚
園
の
保
育
料

の
名
称
を
「
授
業
料
」
と
改
め

る
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
福
祉
事
務
所
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

組
織
再
編
の
一
環
と
し
て
、
柏

支
所
に
あ
る
事
務
所
を
市
役
所

庁
舎
に
置
く
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
国
民
健
康
保
険
直
営

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
収
入
役
制
度
を
廃
止
し
、
会

計
管
理
者
を
置
く
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
病
院
事
業
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

病
院
事
業
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
３
種
類
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

●�

つ
が
る
市
部
分
林
設
定
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

吏
員
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
用
語
を
整
理
す
る
も
の

で
す
。

●�
つ
が
る
市
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

�
特
別
災
害
手
当
の
支
給
対
象
者

を
「
行
方
不
明
者
等
の
捜
索
」

と
改
め
、
１
日
の
支
給
上
限
額

を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
表
彰
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

�

３
種
類
の
表
彰
の
基
準
を
、
２

種
類
に
改
め
る
も
の
で
す
。

議
員
提
出
議
案

●�

つ
が
る
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
常
任
委
員
等
の
選
任
・
辞

任
等
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

●�

つ
が
る
市
議
会
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

　

�

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
常
任
委
員
会
の
議
案
提
出

及
び
会
議
録
に
関
す
る
事
項
等

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

そ
の
他
の
議
案

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

追　

加　

議　

案

●�

統
合
中
学
校
（
仮
）
屋
内
体
育

館
新
築
工
事
の
請
負
契
約

・
契
約
金
額

　
　
　
　

４
億
５
，
１
５
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　

株
式
会
社　

伊
藤
鉱
業

●�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
の
件

・
柏
桑
野
木
田

　
　
　

成
田　

房
子
氏（
56
歳
）

指定管理者団体名 管　理　施　設　名

1
つがる地球村
株 式 会 社

森田農村環境改善センター
つがる地球村
つがる地球村スポーツパーク
道の駅　アーストップ

2
むらおこし拠点館
活性化推進協議会

車力農林水産物直売･食材供給施設
むらおこし拠点館「フラット」

3
社 団 法 人
つがる市農業開発公社

稲垣堆肥センター
稲垣有機物資材活用センター
稲垣もみ殻貯蔵庫（Ａ棟、Ｂ棟）

4
つがるにしきた
農業協同組合

森田農産物処理加工センター
稲垣野菜育苗センター
　　　 （Ａ棟、Ｂ棟、Ｃ棟）
管理棟
床土格納庫
稲垣花き育苗センター
稲垣ライスセンター
稲垣カントリーエレベーター

5
特定非営利活動法人
あいうえおの会

地域活動支援センター

統合中学校完成予想図

旧木造高校車力分校を改造し幼稚園として
活用している車力幼稚園　　　　　　　　
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・
小
・
中
学
校
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

・
農
業
施
策
に
つ
い
て

・
放
課
後
子
供
プ
ラ
ン
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
子
供
に
関
す
る
事
業
の
窓
口
一
元
化
に
つ
い
て

・
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て

成田　克子
無所属

子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
居
場
所
づ
く

り
や
子
育
て
の
負
担
軽
減
に
よ
る
少
子

化
対
策
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
放

課
後
子
供
プ
ラ
ン
事
業
が
新
年
度
か
ら
始
ま

り
ま
す
が
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

た
い

半
田
教
育
委
員
会
次
長

文
部
科
学
省
が
所
管
す
る
、
土
、
日
曜

日
の
放
課
後
に
地
域
人
材
を
活
用
し
て
体
験

活
動
や
文
化
な
ど
、
地
域
住
民
と
の
交
流
活

動
を
行
う
子
供
教
室
推
進
事
業
と
、
厚
生
労

働
省
が
所
管
す
る
、
児
童
に
生
活
の
場
を
与

え
る
、
い
わ
ゆ
る
学
童
保
育
が
連
携
し
て
一

本
で
進
め
ら
れ
る
子
供
プ
ラ
ン
が
19
年
度
よ

り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
子
供
推
進
事
業
を
稲
垣
西
小
学
校
で
実

施
す
る
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
学
童
保
育
に
関
し

て
は
、
昨
年
同
様
、
各
地
域
７
箇
所
で
継
続

し
て
展
開
し
、
又
、
よ
り
効
果
的
な
放
課
後

対
策
に
取
り
組
む
た
め
、
運
営
委
員
会
を
設

置
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。子

供
た
ち
に
関
す
る
事
業
を
所
管
す
る

担
当
窓
口
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、
市
民

の
混
乱
を
避
け
、
又
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
関
係
窓
口
の
一
元
化
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
が

福
島
市
長

子
供
の
健
や
か
な
成
長
は
地
域
全
体
の

願
い
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
様
々
な
角
度
か

ら
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
教

育
委
員
会
で
は
、
自
然
体
験
、
親
子
ふ
れ
あ

い
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
、
経
済

部
で
は
、
土
地
改
良
区
と
協
力
し
、
農
地
の

現
状
や
農
業
用
水
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
、

民
生
部
で
は
、
ゴ
ミ
対
策
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

へ
の
参
加
な
ど
様
々
な
分
野
に
わ
か
れ
て
お

り
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
現
状
を
考
え
る
と
一
元
化
は

ま
だ
無
理
と
考
え
る
が
、
横
の
連
携
を
蜜
に

し
、
効
率
的
に
業
務
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
実
施
に

あ
た
り
、
他
県
に
お
い
て
農
家
間
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
と
報
道
が
あ
る

が
、
第
三
者
機
関
を
設
置
し
て
事
業
が
円
滑

に
行
え
る
体
制
に
し
た
ら
と
考
え
る
が

対
馬
経
済
部
長

現
在
、
市
内
に
は
４
つ
の
集
落
営
農
組

織
が
あ
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
ト
ラ
ブ
ル
は

発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
県
内
で
も
実
態

が
な
い
と
い
う
事
で
す
。
集
落
営
農
は
共
同

で
作
業
や
活
動
を
行
う
こ
と
か
ら
ト
ラ
ブ
ル

は
起
き
に
く
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
れ
ば
国
、
県
、
市
等
で
構
成
さ
れ

て
い
る
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
で
対

処
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

稲
垣
地
区
の
児
童
数
は
現
在
２
４
７
人

で
４
校
の
小
学
校
に
学
ん
で
お
り
ま

す
。
出
生
数
低
下
に
よ
り
将
来
的
に
複
式
学

級
が
視
野
に
入
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
よ
う

な
稲
垣
地
区
の
４
小
学
校
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
学
校
統
合
に
つ
い
て
の
計
画
は
あ
る
の

か
。
又
、
市
内
に
５
百
人
規
模
の
中
学
校
が

で
き
る
一
方
、
生
徒
が
減
少
し
て
い
く
稲
垣

中
学
校
の
将
来
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か

福
島
市
長
、
小
林
教
育
長

適
正
な
学
区
編
成
に
よ
る
複
式
学
級
の

解
消
を
は
じ
め
教
育
環
境
の
質
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
４
校
の
う

ち
、
繁
田
小
、
下
繁
田
小
が
複
式
と
な
っ
て

い
る
が
、
基
礎
学
力
に
つ
い
て
は
、
単
式
校

と
代
わ
り
が
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
し
か

し
、
多
く
の
児
童
の
中
で
養
わ
れ
る
社
会
性

な
ど
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
は
あ
る
程
度

の
人
数
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

方
の
考
え
方
な
ど
を
聞
き
、
統
合
に
向
け
て

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

稲
垣
地
区
の
小
学
校
統
合
、
第
一
段
階
と

し
て
、
豊
川
、
繁
田
、
下
繁
田
小
学
校
、
３

校
を
平
成
21
年
４
月
に
統
合
し
た
い
と
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
校
舎
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
施
設
を
利
用
す
る
と
い
う
事
で
考
え
て
お

り
、
そ
の
準
備
と
し
て
昨
年
10
月
に
学
校
統

合
懇
談
会
を
開
催
し
、
住
民
の
意
向
を
聞
き

ま
し
た
。
必
ず
し
も
賛
成
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
達
の
た
め
、
統
合
に
対

し
理
解
を
得
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
稲
垣
に
限
定
し
た

問
題
で
な
く
、
市
全
体
と
し
て
考
え
る
問
題

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
つ
が
る
市
立

学
校
適
正
規
模
、
適
正
配
置
等
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

稲
垣
堆
肥
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
概
要

に
つ
い
て

対
馬
経
済
部
長

県
の
「
日
本
一
健
康
な
土
づ
く
り
農
業

実
践
事
業
」
で
平
成
19
年
度
か
ら
３
年
間
に

わ
た
る
事
業
で
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
堆

肥
舎
の
屋
根
の
取
替
え
や
堆
肥
盤
か
ら
出
る

汚
水
処
理
の
た
め
沈
殿
枡
を
３
基
作
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答問答

問答

問答

問答

一　般　質　問　　　　　ここが聞きたい

齊 藤 　進
無所属

稲垣地区豊川小学校
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・
農
業
問
題
に
つ
い
て

・
選
挙
の
開
票
作
業
に
つ
い
て

・
中
核
病
院
に
つ
い
て

・
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

今
年
度
の
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り

組
み
内
容
と
方
向
性
に
つ
い
て
、

福
島
市
長
、
成
田
経
済
部
次
長

今
年
度
は
、
つ
が
る
市
産
農
産
物
の
認

知
度
の
向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
首
都
圏
で
の
消
費
宣
伝
活
動
を
強
化
し
、

販
路
拡
大
や
有
利
販
売
が
出
来
る
よ
う
展
開

す
る
。
又
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
農
産
物
、
特

産
品
の
販
売
や
農
業
者
に
よ
る
特
産
品
づ
く

り
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ン
ド
利
用
認

定
店
制
度
に
よ
る
地
場
産
食
材
の
普
及
と
消

費
拡
大
に
力
を
入
れ
、
効
率
的
な
展
開
を
す

る
。
又
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
、
Ｔ
シ
ャ
ツ

な
ど
も
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
て
販
売
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

４
月
に
つ
が
る
農
協
が
合
併
し
、「
つ

が
る
に
し
き
た
農
協
」が
発
足
す
る
が
、

ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
影
響
が

出
る
と
考
え
る
が
、
農
協
と
の
連
携
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

成
田
経
済
部
次
長

４
月
１
日
に
、
に
し
き
た
農
協
が
発
足

ま
す
。
ま
だ
組
合
長
等
新
体
制
が
決
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
ま
だ
話
し
合
い
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
農
協
関
係
に
つ
い
て
は
今

後
話
し
合
い
を
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
販
売
面
に
つ
い
て

は
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
栽
培
に
つ
い
て

は
環
境
に
配
慮
し
、
統
一
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
遊
休
農
地
の
面
積
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
。
又
、
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

山
本
農
業
委
員
会
会
長

耕
作
目
的
の
農
地
で
あ
り
な
が
ら
、
正

当
な
理
由
が
な
い
ま
ま
、
耕
作
さ
れ
る
見
込

み
の
な
い
農
地
を
遊
休
農
地
と
定
義
づ
け
て

お
り
ま
す
。
昨
年
、
９
月
に
市
内
全
域
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
市
内

に
は
、
水
田
８
７
０
ア
ー
ル
、
畑
１
８
０
１

ア
ー
ル
合
わ
せ
て
２
，
６
７
１
ア
ー
ル
の
遊

休
農
地
が
散
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

こ
の
遊
休
農
地
解
消
す
る
た
め
、
農
地
の

所
有
者
に
対
し
て
は
、
本
人
の
意
向
を
確
認

し
、
本
人
が
耕
作
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
意
欲

の
あ
る
農
業
者
等
に
売
買
や
貸
付
を
推
進
し

て
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

１
月
に
行
わ
れ
た
つ
が
る
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
け
る
開
票
作
業
が
遅
れ
た
原

因
は
何
か
、
又
、
疑
問
票
が
４
千
９
百
票
余

り
出
た
が
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
を
し
、
今

後
の
開
票
作
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

坂
本
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

今
回
の
選
挙
に
は
、
同
じ
名
字
の
候
補

者
が
８
組
、
そ
し
て
同
じ
名
前
の
候
補
者
が

１
組
あ
り
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
は
、
各
候
補
者
に

入
れ
ら
れ
た
票
を
確
実
に
届
く
よ
う
、
名
前

だ
け
、
名
字
だ
け
の
票
も
再
審
査
係
へ
ま
わ

し
た
こ
と
か
ら
、
疑
問
票
が
多
く
な
り
、
開

票
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
が
経
緯
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
の
開
票
作
業
に
つ
い
て
は
、
時

間
短
縮
を
目
指
し
、
研
究
し
短
縮
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

中
核
病
院
の
事
業
費
は
約
２
０
０
億

円
、
そ
の
８
割
近
く
を
五
所
川
原
市
が

負
担
す
る
よ
う
な
計
画
で
あ
る
が
、
五
所
川

原
市
が
予
算
計
上
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
事
業
が
進
ま
な
い
と
考
え
る
が
、
市
と
し

て
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

福
島
市
長

つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
で
は
、
平
成

23
年
度
の
開
業
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
１
月
に
行
わ
れ
た
西
北
五
連
合
議
会
で

建
設
負
担
割
合
な
ど
協
議
し
ま
し
た
が
負
担

割
合
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
も
同

じ
で
す
が
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
五
所
川

原
市
が
今
回
予
算
計
上
を
見
送
っ
た
と
い
う

知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
「
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
」
に
つ
い
て
の
回
答
が

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
事
や
県
か
ら
サ
テ
ラ

イ
ト
病
院
を
含
め
た
全
体
像
や
負
担
額
な
ど

示
す
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
問
題
な
ど
、
協

議
事
項
が
ま
だ
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
連
合
議
会
で
議
論
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
多
少
、
中
核
病
院
の
開
院
が
ず
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
内
容
に

つ
い
て
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
の
か

福
島
市
長

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
定
数
が

26
人
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
報
酬
等
審
議
会
へ

諮
問
し
ま
し
た
。
こ
の
報
酬
等
審
議
会
は
、

金
融
団
、
商
工
会
、
農
家
の
方
々
な
ど
10
名

か
ら
な
り
、
合
併
協
議
会
で
の
経
緯
や
県
内

10
市
の
中
で
最
低
水
準
に
あ
る
こ
と
、
社
会

情
勢
、
財
政
状
況
な
ど
広
範
囲
に
、
か
つ
慎

重
な
審
議
を
行
い
、
結
論
を
出
し
た
答
申
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
答
申
を

尊
重
し
予
算
計
上
し
た
も
の
で
、
見
直
し
等

に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
議
論
し

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

一　般　質　問　　　　　ここが聞きたい
問答問答

問答

問答問答

問答

長谷川　徹
無所属

松橋　勝利
無所属

農地パトロールの様子
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・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
財
政
状
況
に
つ
い
て

・
鯵
ヶ
沢
町
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

伊藤　良二
無所属

つ
が
る
市
誕
生
後
２
年
あ
ま
り
経
過
し

ま
し
た
が
、
残
り
２
年
の
抱
負
を
市
長

に
伺
い
た
い

福
島
市
長

５
つ
の
公
約
を
下
に
こ
れ
ま
で
２
年
間

行
政
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
公
約
が
ど

れ
だ
け
具
体
化
で
き
た
か
、
と
問
わ
れ
ま
す

と
現
実
の
問
題
と
直
面
す
る
場
合
が
多
く
、

思
い
描
い
た
こ
と
を
現
実
に
や
る
こ
と
の
難

し
さ
を
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
や
住
民
負
担
の
増
を
避
け
、
農
業
の

活
性
化
を
図
る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
斎

場
建
設
、
さ
ら
に
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
組
織
・
機
構
改
革
を
行
う
な

ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
市
の
財
政
事
情
を
念
頭
に
お
き
な

が
ら
、
や
る
べ
き
事
に
順
序
を
つ
け
、
ま
た

地
域
の
特
性
を
活
か
し
、
合
併
効
果
を
実
感

で
き
る
行
政
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

財
政
指
標
の
公
債
費
比
率
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か

山
本
財
政
部
長

公
債
費
比
率
は
、
公
債
費
の
一
般
財

源
に
占
め
る
割
合
で
す
が
、
平
成
17
年
度
で

１
４･

７
％
、
平
成
18
年
度
は
１
６･

５
％
と

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
平
成
19
年
度
以
降
を
試
算
す
る
と

徐
々
に
増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
指
標
に
留
意
し
な
が
ら
、
慎
重

に
財
政
運
営
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

鯵
ヶ
沢
町
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最

終
処
分
場
誘
致
に
つ
い
て
、
鯵
ヶ
沢
町

町
議
会
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

市
と
し
て
ど
の
程
度
内
容
を
把
握
し
て
い
る

の
か

福
島
市
長

処
分
場
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
る
も
の
の
、
新
し
い
情
報
や
動
き
を
確

認
で
き
な
い
た
め
コ
メ
ン
ト
で
き
る
段
階
に

な
い
と
考
え
て
い
る
。
新
聞
等
の
報
道
関
係

に
よ
る
と
、
こ
の
処
分
場
は
病
院
や
研
究
機

関
か
ら
の
出
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と

い
う
こ
と
と
聞
い
て
い
る
が
、
誘
致
に
つ
い

て
は
、
鯵
ヶ
沢
町
だ
け
の
振
興
策
に
と
ど
ま

ら
ず
、
近
隣
市
町
村
や
青
森
県
全
域
で
対
応

す
べ
き
大
き
な
課
題
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
実
的
な
状
況
に
な
っ

た
際
は
、
市
議
会
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
み

な
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
、
慎
重
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・
財
政
に
つ
い
て

・
上
水
道
に
つ
い
て

野 呂 　司
無所属

年
々
縮
小
す
る
と
考
え
て
い
た
平
成
19

年
度
当
初
予
算
が
、
２
１
９
億
円
と
増

加
し
て
い
る
が
、
財
政
状
況
は
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
、
ま
た
、
行
政
改
革
実
施
計
画

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
は
、
順
調
に
進
ん
で

い
る
の
か

山
本
財
政
部
長
、
長
谷
川
総
務
部
長

昨
年
度
と
比
較
し
て
２
０
億
４
０
０

万
円
（
１
０･

１
％
増
）
で
、
非
常
に
大
き

く
伸
び
て
お
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

統
合
中
学
校
や
斎
場
建
設
な
ど
継
続
事
業
や

新
規
事
業
が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
歳
出
が

膨
ら
ん
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
・
地
方
と
も
行
政
改
革
を
進

め
、
地
方
交
付
税
の
減
額
、
人
件
費
な
ど
の

歳
出
削
減
に
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
つ
が

る
市
に
お
い
て
も
、
小
さ
な
財
政
規
模
に
向

け
、
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

行
政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ

ン
）
は
、
改
革
項
目
６
分
野
、
総
数
84
項
目

を
５
年
間
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
職
員
採
用
の

不
補
充
な
ど
人
件
費
の
削
減
、
イ
ベ
ン
ト
の

見
直
し
、
保
育
所
の
民
営
化
な
ど
19
年
度
中

に
は
46
件
、
５
４･

８
％
の
進
捗
率
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
よ
り
効
果

の
あ
る
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

館
岡
地
区
の
上
水
道
整
備
に
つ
い
て
、

津
軽
ダ
ム
で
は
な
く
、
浅
瀬
石
川
か
ら

の
取
水
、
供
給
に
な
る
と
昨
年
の
９
月
定
例

議
会
で
聞
い
た
が
、
そ
の
後
の
工
事
の
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

福
島
市
長

昨
年
の
秋
、
国
土
交
通
省
の
同
意
の
も

と
津
軽
水
道
企
業
団
西
北
事
業
部
は
、
津
軽

ダ
ム
の
使
用
権
を
正
式
に
取
り
下
げ
、
浅
瀬

石
川
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
津
軽
事
業
部
か
ら

供
給
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
国
が
水
の
需
要
な
ど
検
討
し
た
結
果
、

浅
瀬
石
川
ダ
ム
か
ら
水
を
供
給
し
な
さ
い
と

い
う
国
の
指
導
に
よ
る
も
の
で
す
。
現
在
、

上
水
道
の
普
及
し
て
い
な
い
館
岡
地
区
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
市
と
企
業
団
と
の
財
政
計

画
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
平
成
29
年
度
の

完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

一 般 質 問　ここが聞きたい
問答問答

問答

問答

問答

浅瀬石川ダムの全景
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予 

算 

特 

別 

委 

員 

会

　

市
議
会
議
員
報
酬
、
市
長
ら
特

別
職
の
給
料
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
る
改
定
議
案
が
上
程
さ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
定
は
、
福
島
市
長
か
ら

「
特
別
職
の
報
酬
及
び
給
料
の
改

定
に
つ
い
て
」
諮
問
を
受
け
た
、

つ
が
る
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

が
市
長
ら
４
役
の
給
与
、
市
議
会

議
員
等
の
報
酬
、
改
定
の
時
期
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
市
議
会
議

員
報
酬
を
８
９
，
０
０
０
円
引
き

上
げ
、
市
長
ら
４
役
も
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
る
答
申
が
市
長
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
３
月
定
例
会
に
改

定
案
が
上
程
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
議
会
議
員
の
報
酬

及
び
市
長
ら
の
給
与
に
つ
い
て

は
、合
併
時
の
旧
木
造
町
の
報
酬
、

給
与
体
系
を
適
用
す
る
と
し
た
、

合
併
協
議
会
の
決
定
に
よ
り
適
用

し
て
い
ま
し
た
。

　

諮
問
を
受
け
た
同
審
議
会
は
、

２
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選

挙
の
実
施
に
よ
り
議
員
数
が
７
０

人
か
ら
26
人
に
な
る
こ
と
や
県
内

10
市
で
報
酬
が
最
低
水
準
に
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
社
会
情
勢
や
財
政

状
況
を
考
慮
し
、
広
範
に
か
つ
慎

重
な
審
議
を
行
い
総
合
的
に
判
断

し
た
結
果
、
４
役
の
給
料
月
額
の

額
、
市
長
７
７
２
，
０
０
０
円
を

８
２
０
，
０
０
０
円
、
副
市
長
の

額
６
１
７
，０
０
０
円
を
６
５
０
，

０
０
０
円
、収
入
役
の
額
５
８
４
，

０
０
０
円
を
６
２
０
，０
０
０
円
、

教
育
長
５
５
６
，
０
０
０
を
６
０

０
，
０
０
０
円
、
ま
た
、
市
議
会

議
員
の
報
酬
の
改
定
額
に
つ
い
て

も
議
長
２
７
６
，
０
０
０
円
を
３

８
０
，
０
０
０
円
、
副
議
長
２
４

１
，
０
０
０
円
を
３
５
０
，
０
０

０
円
、
議
員
は
２
３
１
，
０
０
０

円
を
３
２
０
，
０
０
０
円
、
こ
の

ほ
か
監
査
委
員
は
、
こ
れ
ま
で
の

日
額
か
ら
月
額
に
改
定
し
、
日
額

５
，
０
０
０
円
を
月
額
１
２
０
，

０
０
０
円
、
議
会
選
出
委
員
を
日

額
４
，
５
０
０
円
か
ら
、
月
額
４

０
，
０
０
０
円
へ
引
き
上
げ
る
答

申
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

答
申
内
容
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
新
市
６
市
の
平
均
を
下
回

る
額
を
基
に
給
与
、
報
酬
額
を
改

定
し
ま
し
た
。
又
、
適
用
時
期
に

つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
の
実

施
が
適
当
と
答
申
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
定
議
案
に
対
し
、
一
般

質
問
や
予
算
特
別
委
員
会
で
取
上

げ
ら
れ
、
一
般
質
問
で
は
「
市
民

の
所
得
が
低
迷
し
て
い
る
中
、
引

き
上
げ
に
対
し
、
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
」

と
の
議
員
の
質
問
に
対
し
、
市
長

は「
こ
の
報
酬
等
審
議
会
委
員
は
、

各
地
域
か
ら
金
融
団
、
商
工
会
、

農
家
の
方
な
ど
各
界
か
ら
委
員
と

し
て
選
任
し
、
そ
の
委
員
の
方
が

慎
重
な
議
論
を
し
て
結
論
を
出
し

た
答
申
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

答
申
を
尊
重
し
た
い
」
考
え
を
示

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て

は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
議
論
し

て
頂
き
た
い
と
述
べ
、
翌
日
か
ら

の
予
算
特
別
委
員
会
で
も
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
、
22
日
改
定
議
案

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
は
３
月
13
日

か
ら
15
日
ま
で
の
３
日
間
、
開
催

し
ま
し
た
。

　

改
選
後
は
じ
め
て
の
委
員
会

で
、
委
員
長
に
山
本
清
秋
委
員
、

副
委
員
長
に
佐
々
木
直
光
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
予
算
・

決
算
特
別
委
員
会
は
、
全
議
員
26

人
で
構
成
さ
れ
、
予
算
に
審
査
の

負
託
を
受
け
た
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
予
算
特
別
委
員
会
で

の
主
な
質
疑
応
答
の
内
容
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

●�

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

松
橋
勝
利
委
員

地
域
住
民
の
理
解
を
得
る

た
め
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
見

直
し
を
す
る
考
え
は
な
い
の
か

福
島
市
長

市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、

こ
の
審
議
会
は
、
各
界
か
ら
10

人
の
審
議
委
員
を
選
任
し
、
財
政

事
情
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
算
定

し
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
答
申
内
容
を
尊
重
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

外
崎　

栄
委
員

議
員
の
定
数
を
削
減
す
る

ま
で
議
員
報
酬
の
改
定
を
先
送

り
で
き
な
い
か
。
出
来
な
け
れ

ば
、
10
％
減
額
す
る
な
ど
の
措

置
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す
る

福
島
市
長

定
数
削
減
に
つ
い
て
は
、
議

会
の
状
況
や
市
民
の
意
見
な
ど
、

状
況
を
見
な
が
ら
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
。
改
定
額
に
つ
い
て
は
、

実
情
に
合
っ
た
金
額
を
定
め
る
と

い
う
こ
と
で
、
方
法
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

議
員
報
酬
及
び
特
別
職
の

給
料
改
定
議
案
が
可
決

問答

問答

福島市長に答申書を渡す野呂会長

一般質問に答弁する福島市長
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●�
平
成
18
年
度
つ
が
る
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

外
崎　

栄
委
員

介
護
保
険
料
の
設
定
金
額

は
い
く
ら
か
、
ま
た
、
県
内
で

何
番
目
に
高
い
の
か
。

成
田
福
祉
部
長

保
険
料
の
設
定
金
額
は
つ
が

る
市
の
場
合
４
，
６
０
０
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
３
年

に
１
回
の
見
直
し
が
あ
り
、
県
内

で
も
若
干
高
い
方
に
位
置
し
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐
々
木
直
光
副
委
員
長

介
護
予
防
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
な

ぜ
介
護
予
防
費
１
，
７
０
０
万

円
が
減
額
さ
れ
た
の
か

成
田
福
祉
部
長

特
定
高
齢
者
把
握
事
業
は
、

国
の
指
導
に
よ
り
高
齢
者
の
５
％

（
５
０
０
人
）
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
実
績
で
４
人
と
い
う

非
常
に
少
な
い
状
況
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
４

月
か
ら
は
介
護
予
防
の
拠
点
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

予
防
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●�

平
成
19
年
度
つ
が
る
市
一
般
会

計
予
算白

戸
勝
茂
委
員

国
有
提
供
施
設
等
市
町
村

助
成
交
付
金
が
昨
年
よ
り
も
約

１
３
０
万
円
し
か
増
額
な
っ
て

い
な
い
が
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー

関
係
で
増
額
を
求
め
る
べ
き
と

考
え
る
が

山
本
財
政
部
長

国
有
施
設
助
成
交
付
金
は
平

成
18
年
度
の
実
績
を
計
上
し
ま
し

た
。
ま
た
今
年
度
の
民
生
安
定
事

業
関
係
で
３
億
３
，
３
０
０
万
円

の
補
助
金
を
計
上
し
、
米
軍
再
編

に
伴
う
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
国
で
審
議
し
て
い
る
こ
と
か

ら
具
体
的
な
内
容
が
公
表
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
関
係
者
の
方
に

強
く
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佐
々
木
直
光
副
委
員
長

昨
年
は
緊
縮
予
算
、
今

年
は
大
幅
に
増
加
に
な
っ
て
い

る
が
、
合
併
時
の
財
政
計
画
に

基
づ
い
て
進
ん
で
い
る
の
か
。

又
、
公
債
費
返
済
の
ピ
ー
ク
と

金
額
に
つ
い
て

山
本
財
政
部
長

新
市
建
設
計
画
の
財
政
運
営

計
画
と
比
べ
る
と
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
等
に
よ
り
予
算

額
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
健
全
な
財
政
運
営
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

公
債
費
の
償
還
金
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
が
３
４
億
８
，
３
０

０
万
円
で
、
３
４
億
５
，
０
０
０

万
円
位
で
推
移
す
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

松
橋
勝
利
委
員

市
町
村
合
併
支
援
特
別
交

付
金
１
億
３
千
万
円
は
、
ど
の

よ
う
に
振
り
分
け
た
の
か
、
ま

た
、
不
動
産
の
売
払
い
収
入
の

内
容
に
つ
い
て

山
本
財
政
部
長

佐
藤
財
政
部
次
長

　

市
町
村
合
併
支
援
特
別
交
付
金

の
充
当
に
つ
い
て
は
、
斎
場
建
設

に
４
，
０
８
７
万
円
、
合
併
振
興

基
金
に
２
，
８
８
０
万
円
、
統
合

中
学
校
の
整
備
に
２
，
５
２
５
万

円
、
祭
り
協
賛
会
へ
１
，
６
０
０

万
円
、
防
災
無
線
の
統
合
に
１
，

５
１
２
万
円
、
市
民
憲
章
の
表
示

板
な
ど
に
充
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

不
動
産
売
払
収
入
１
，
９
１
９

万
円
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
旧
川

除
小
学
校
と
牛
潟
公
民
館
の
用
地

を
売
払
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。齋

藤　

進
委
員

稲
垣
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

使
用
料
が
２
０
０
万
円
と
他
の

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
比
べ
突
出
し

て
い
る
が
理
由
は
何
か

成
田
福
祉
部
長

温
泉
に
係
わ
る
使
用
料
で
大

人
９
，
０
０
０
人
、
子
供
な
ど
３

５
０
人
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

松
橋
勝
利
委
員

選
挙
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
委
託
料
に
つ
い
て
、
掲
示
場

の
設
置
状
況
を
見
て
、
多
す
ぎ

る
と
思
う
が
設
置
基
準
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

坂
本
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長

　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
つ
い
て
は

公
職
選
挙
法
に
基
づ
き
、
各
投
票

区
の
人
口
、
面
積
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
、
現
在
、
３
１
８
箇

所
の
掲
示
場
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
変
更
す
る
に
は
、
県
と

の
協
議
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
勝

手
に
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
事

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

齋
藤　

進
委
員

稲
わ
ら
す
き
こ
み
作
業
委

託
料
９
９
０
万
円
の
概
要
に
つ

い
て
伺
い
た
い

対
馬
経
済
部
長

稲
わ
ら
を
焼
く
こ
と
に
よ
り

農
地
が
悪
化
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
又
、
煙
に
よ
る
交
通
障
害
な

ど
の
安
全
対
策
と
し
て
交
通
量
の

多
い
国
道
や
幹
線
道
路
付
近
の
稲

わ
ら
を
す
き
込
ん
で
も
ら
う
作
業

で
す
。
こ
れ
は
認
定
農
業
者
を
対

象
に
各
地
域
で
結
成
す
る
グ
ル
ー

問答問答

問答問答

問答

問答問答

問答

建物と用地の売払いを計画している
旧川除小学校　　　　　　　　　　

市議選で使用した掲示場
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プ
で
作
業
を
し
て
も
ら
う
も
の

で
、
１
㌶
当
た
り
３
万
円
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。

佐
々
木
直
光
副
委
員
長

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
活
動
支
援
事
業
の
交
付
金
を

受
け
る
た
め
、
農
家
に
対
し
、

詳
細
に
つ
い
て
周
知
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
準
備
は
で
き

て
い
る
の
か

対
馬
経
済
部
長

水
田
１
万
㌶
、
畑
２
千
㌶
を

予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
説

明
会
を
開
き
周
知
し
て
き
ま
し
た

が
、
土
地
改
良
区
に
各
地
区
の
保

全
会
を
作
り
、
そ
こ
で
更
に
詳
し

く
説
明
を
す
る
と
い
う
事
で
進
め

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
公
道
の

草
刈
や
用
排
水
路
の
泥
上
げ
を
重

点
に
お
き
、
花
を
植
え
る
な
ど
環

境
美
化
に
も
努
め
る
事
業
で
す
。

松
橋
勝
利
委
員

防
雪
柵
の
設
置
場
所
、
防

災
無
線
の
統
合
整
備
及
び
全
国

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い

北
澤
建
設
部
次
長
、
長
谷
川

総
務
部
長
、
半
田
教
育
委
員

会
次
長

防
雪
柵
は
斎
場
近
く
の
吉
見
地
区

３
７
９
ｍ
を
実
施
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
は
、
５
年
を
か

け
整
備
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は

木
造
地
区
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
の
会
場
が
今
年
は
青
森

県
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
各
種
目

の
う
ち
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
、
つ
が

る
市
（
つ
が
る
地
球
村
）
で
開
催

さ
れ
韓
国
や
全
国
か
ら
総
勢
８
０

０
人
位
の
方
が
来
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
期
間
中
は
大
会
を

盛
り
上
げ
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
も
行

い
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

●�

平
成
19
年
度
つ
が
る
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

外
崎　

栄
委
員

森
田
、
木
造
地
区
の
調
査

設
計
委
託
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
森
田
地
区
の
工
事
着
工

は
い
つ
頃
に
な
る
の
か

坂
本
建
設
部
長

森
田
、
木
造
地
区
は
構
想
計

画
に
は
入
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
み
て
も
、
地

域
の
方
は
整
備
を
し
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
森
田
地
区
の
中
田
、
相

野
の
地
質
な
ど
調
査
を
行
う
も
の

で
、
着
工
に
つ
い
て
は
、
財
政
的

な
も
の
も
あ
り
、
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
状
況
で
す
。

齋
藤　

進
委
員

歳
入
を
見
る
と
、
使
用
料

が
１
億
円
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
が
４
億
、
市
債
が
１
億
と

い
う
財
政
状
況
が
い
つ
頃
ま
で

続
く
と
考
え
て
い
る
の
か

坂
本
建
設
部
長

特
別
会
計
の
公
共
・
集
排
事

業
は
非
常
に
や
り
く
り
が
厳
し
く

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が
大
き

な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

　

国
で
は
新
規
事
業
の
採
択
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
同
意
と
供
用

開
始
３
年
ま
で
に
８
割
以
上
の
加

入
を
求
め
な
い
と
難
し
い
と
い
う

状
況
に
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
と

考
え
て
い
る
。

白
戸
勝
茂
委
員

全
体
で
加
入
率
は
何
％
な

の
か
、
又
、
加
入
率
を
上
げ
る

た
め
、
何
が
ネ
ッ
ク
な
の
か
把

握
し
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
対
応
策
を
考
え

て
い
る
の
か

坂
本
建
設
部
長

１
月
末
現
在
で
、
加
入
率
は

４
８
．
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

水
洗
化
へ
の
個
人
負
担
が
大
き

い
こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
考
え
、
市
で

は
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
費
用
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
60
万
円
以

内
（
償
還
期
限
５
年
）
の
融
資
斡

旋
制
度
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
た

だ
、
こ
の
斡
旋
制
度
は
施
設
が
供

用
し
て
か
ら
５
年
以
内
に
改
造
工

事
を
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

白
戸
勝
茂
委
員

加
入
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
ト
イ
レ
の
改
修
費
用
を
市

が
一
時
的
に
持
ち
、
使
用
料
に

上
乗
せ
し
て
薄
く
長
く
回
収
し

て
い
く
な
ど
考
え
る
べ
き
で
な

い
か坂

本
建
設
部
長

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
合
併

後
も
旧
町
村
の
料
金
体
系
で
格
差

の
あ
っ
た
も
の
が
、
今
年
４
月
か

ら
統
一
さ
れ
ま
す
。
使
用
料
の
見

直
し
な
ど
も
将
来
的
に
は
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問

問

答

答

問

答 問

答

問

答問答

途中まで防雪柵が整備され、
残り379mを整備する　　 　

農業集落排水構想計画に入っている
相野地区（森田）の様子　　　　　

優良な農地が広がる田園風景
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こ
こ
で
は
各
常
任
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
応
答
な
ど
の
内
容
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
福
祉
事
務
所
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

佐
藤
孝
志
委
員

柏
支
所
に
あ
っ
た
福
祉
事

務
所
を
市
役
所
に
移
す
が
、
組

織
体
制
な
ど
、
ど
う
な
る
の
か

長
谷
川
福
祉
事
務
所
長

生
活
保
護
等
の
業
務
を
保
護

課
で
行
い
、
そ
の
他
の
福
祉
関
係

は
、
従
来
ど
お
り
福
祉
課
や
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
統
括
す
る
の
が
福
祉
部
長

で
、
福
祉
事
務
所
長
を
兼
務
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

伊
藤
良
二
委
員

保
護
課
な
ど
の
業
務
も
本

庁
で
行
う
よ
う
だ
が
、
相
談
な
ど

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
体
制

で
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か

成
田
部
長

福
祉
事
務
所
の
関
係
で
、
生

活
保
護
等
の
相
談
な
ど
に
つ
い
て

は
、
「
市
民
の
相
談
室
」
い
わ
ゆ

る
個
室
を
設
置
し
て
対
応
す
る
計

画
で
お
り
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定

　

�

「
つ
が
る
市
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
」

佐
藤
孝
志
委
員

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
利
用
者
も
負
担

が
あ
る
が
、
職
員
な
ど
を
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
負
担
増
と
、

な
ら
な
い
よ
う
な
体
制
に
な
っ

て
い
る
の
か

成
田
福
祉
部
長

同
セ
ン
タ
ー
の
構
成
団
体

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
あ
い
う
え
お

の
会
が
中
心
と
な
り
各
団
体
で
構

成
さ
れ
、
昨
年
運
営
協
議
会
を
設

立
し
ま
し
た
。
職
員
配
置
に
つ
い

て
も
こ
の
協
議
会
の
話
し
合
い
で

配
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
福
祉
課
と
し
て
は
、
同
セ
ン

タ
ー
を
障
害
者
の
活
動
拠
点
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

成
田
克
子
委
員

資
本
金
ゼ
ロ
で
も
指
定
管

理
者
に
な
れ
る
の
か

成
田
福
祉
部
長

本
来
で
あ
れ
ば
、
コ
ス
ト
削

減
や
収
入
増
が
期
待
で
き
る
と
い

う
事
で
検
討
い
た
し
ま
す
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
う
え
お
の
会
が
管

理
者
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
或

は
、
つ
が
る
地
域
内
の
福
祉
事
業

が
よ
り
効
果
的
に
展
開
、
活
動
で

き
る
と
考
え
、
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
し
ま
し
た
。

●�

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
「
つ
が
る

市
森
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
」松

橋
勝
利
委
員

管
理
者
に
な
る
、
つ
が
る

地
球
村
株
式
会
社
は
、
い
ろ
ん

な
事
業
を
し
て
い
る
が
、
会
社

の
決
算
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か

対
馬
経
済
部
長

第
３
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
年

間
数
百
万
円
の
経
常
利
益
、
黒
字

が
出
て
お
り
経
営
そ
の
も
の
は
順

調
で
す
。
た
だ
、
建
物
の
修
繕
に

つ
い
て
、
会
社
で
や
る
部
分
と
市

で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

が
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
予
算

計
上
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

平
川　

豊
委
員

施
設
の
維
持
費
な
ど
経
費

が
必
要
と
思
う
が
、
今
後
の
経

営
戦
略
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か

対
馬
経
済
部
長

施
設
の
修
繕
全
て
を
会
社
に

任
せ
る
こ
と
は
、
非
常
に
厳
し
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
社
は
利

益
を
出
て
い
る
も
の
の
、
会
社
が

答 問

問答

問答

問答

答問答

常
任
委
員
会
の
審
査

常
任
委
員
会
の
審
査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

問

教育民生常任委員会での審査の様子

地域活動支援センター「ひまわりの家」
での作業の様子　　　　　　　　　  　

つがる地球村が管理を行う
森田農村環境改善センター

生活保護業務を行う保護課
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修
繕
で
き
る
も
の
に
も
限
度
が
あ

り
、
大
規
模
な
修
繕
な
ど
に
つ
い

て
は
手
立
て
を
す
る
こ
と
で
、
経

営
そ
の
も
の
が
安
定
し
て
い
く
も

の
考
え
て
お
り
ま
す
。

木
村
良
博
委
員

森
田
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
料
は
い
く
ら
か
、

又
、
経
営
内
容
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

対
馬
経
済
部
長

２
８
８
万
５
千
円
を
19
年
度

の
管
理
料
と
し
て
予
算
計
上
し
て

お
り
ま
す
。
施
設
の
収
入
源
の
ほ

と
ん
ど
が
冠
婚
葬
祭
と
な
っ
て
お

り
、
地
球
村
が
管
理
し
て
い
る
施

設
の
中
で
も
、
会
社
経
営
の
足
を

引
っ
張
っ
て
い
る
部
門
と
考
え
て

い
る
。野

呂　

司
委
員

指
定
管
理
料
は
、
指
定
期

間
で
あ
る
平
成
22
年
ま
で
変
わ

ら
な
い
も
の
な
の
か

対
馬
経
済
部
長

指
定
期
間
の
３
年
間
は
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
経
営
状
況
が
良
く

な
れ
ば
下
げ
る
方
向
で
協
議
を
進

め
る
事
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
「
つ
が
る
市

稲
垣
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」

松
橋
勝
利
委
員

年
間
の
売
り
上
げ
は
、
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か

対
馬
経
済
部
長

年
間
の
販
売
額
は
、
約
２
０

０
万
円
で
す
。

●�
つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
「
つ
が
る
市

稲
垣
野
菜
育
苗
セ
ン
タ
ー
Ｃ

棟
」野

呂　

司
委
員

育
苗
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
料
は
い
く
ら
か

対
馬
経
済
部
長

今
ま
で
も
、
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
農
協
が
行
う
と
い
う
事
で

指
定
管
理
料
は
ゼ
ロ
で
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
「
つ
が
る
市

道
の
駅　

ア
ー
ス
ト
ッ
プ
」

松
橋
勝
利
委
員

道
の
駅
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
の

年
間
売
り
上
げ
は
ど
の
位
あ
る

の
か道

の
駅
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
に

は
、
食
堂
や
物
産
、
産
直
な

ど
が
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
で
約
３
億

１
，
８
０
０
万
円
あ
り
ま
す
。

●�����

つ
が
る
市
監
査
委
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

安
田　

裕
委
員

去
年
１
年
間
で
監
査
委
員

は
何
日
く
ら
い
出
勤
し
て
い
る

の
か成

田
総
務
部
次
長

平
成
18
年
度
の
実
績
で
、
学

識
経
験
者
の
監
査
委
員
は
１
０
７

日
、
議
員
選
出
の
議
員
は
、
60
日

位
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
安
田　

裕
委
員

特
別
職
の
報
酬
等
審
議
会

で
、
特
別
参
与
に
つ
い
て
何
か

議
論
さ
れ
た
も
の
か
、
又
、
特

別
参
与
の
任
期
は
い
つ
ま
で
な

の
か長

谷
川
総
務
部
長

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で

は
、
各
種
委
員
を
諮
問
し
て
も
い

い
わ
け
で
す
が
基
本
的
に
、
三

役
、
議
員
、
教
育
長
な
ど
を
審

議
す
る
と
い
う
こ
と
、
又
、
特
別

参
与
は
地
方
自
治
法
の
非
常
勤
特

別
職
と
い
う
こ
と
で
、
諮
問
し
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
審
議
会
で
は
、
議
論
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

任
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

４
月
３
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

安
田　

裕
委
員

任
期
満
了
を
し
た
４
月
３

日
以
降
に
つ
い
て
ど
う
な
る
の
か

長
谷
川
総
務
部
長

特
別
参
与
に
つ
い
て
は
、
農

業
関
係
、
行
政
改
革
、
米
軍

関
係
を
中
心
的
に
行
っ
て
も
ら
う

と
い
う
市
長
の
特
例
事
項
が
ご
ざ

い
ま
す
。
又
、
委
嘱
に
つ
い
て

は
、
市
長
の
判
断
で
あ
り
ま
す

が
、
指
示
は
受
け
て
お
り
ま
せ

ん
。
た
だ
当
初
予
算
に
経
費
は
計

上
し
て
あ
り
ま
す
。

●�

つ
が
る
市
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

安
田　

裕
委
員

昨
年
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー

の
遭
難
事
故
が
あ
っ
た
が
、
捜

索
費
用
は
ど
の
位
か
か
っ
た
の

か
嶋
田
消
防
長

各
地
区
の
消
防
団
員
が
延
べ

７
０
４
人
で
捜
索
に
あ
た
り
総
額

約
３
７
４
万
円
が
か
か
り
ま
し
た
。

問答問答

問答問

答問答

問答問答

問答問答

総
務
常
任
委
員
会総務常任委員会での審査の様子

稲垣野菜育苗センター



　

４
月
18
日
、
経
済
常
任
委
員
会

は
、
指
定
管
理
者
と
し
て
㈳
屏
風

山
野
菜
振
興
会
、
つ
が
る
に
し
き

た
農
業
協
同
組
合
な
ど
が
管
理
し

て
い
る
車
力
野
菜
集
出
荷
所
を
は

じ
め
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

つ
な
が
る
健
康
な
土
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
拠
点
と
な
る
稲
垣

堆
肥
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

車
力
野
菜
集
出
荷
所
は
、
に
ん

に
く
、
ご
ぼ
う
、
な
が
い
も
な
ど

を
出
荷
し
て
お
り
、
年
間
７
億
２

千
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
、
ナ

ガ
イ
モ
の
箱
詰
め
作
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

稲
垣
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
も
み

殻
貯
蔵
庫
や
堆
肥
盤
の
天
井
に
穴

が
開
き
、
現
状
で
は
堆
肥
を
作
る

の
に
大
変
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
施
設
の
問
題
点
を

「
健
康
な
土
づ
く
り
実
践
事
業
」

で
改
修
し
、
安
全
・
安
心
な
農
産

物
を
作
る
基
と
な
る
土
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

又
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
堆
肥

の
販
売
量
は
年
２
，０
４
１
ト
ン
、

販
売
額
が
２
３
８
万
円
と
低
い
た

め
、
こ
の
改
修
に
よ
り
完
熟
し
た

堆
肥
を
作
り
、
市
内
全
域
で
の
利

用
促
進
を
図
り
、
土
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
よ
う
、
委
員
会
と
し
て

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

  

経
済
常
任
委
員
会

    

管
内
農
業
施
設
を
視
察

委 

員 

会 

の 

活 

動

　

新
し
い
組
織
体
制
に
変
わ
り
、

第
10
号
よ
り
市
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
は
、
定
例
会
な

ど
審
議
の
内
容
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
公
開
し
て
、
公
正
な
議
会
運
営

が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
念
頭
に
、

わ
か
り
や
す
く
、
読
ま
れ
る
紙
面

作
り
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◆
委 

員 

長　

成
田　

克
子

◆
副
委
員
長　

長
谷
川　

徹

◆
委　
　

員　

　
　

白
戸　

勝
茂
・
村
上　

秀
徳

　
　

齋
藤　

幸
洋
・
小
笠
原　

忍

　
　

平
川　
　

豊
・
佐
藤　

孝
志

　
　

佐
々
木
慶
和
・
木
村　

良
博
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編 

集 

後 

記

議　会　の　動　き
１　　月

4 平成19年新年祝賀会
5 平成19年つがる市消防団出初式

12 津軽ダム建設促進期成同盟会事業報告会
21 つがる市議会議員一般選挙投票日
30 青森県市議会議長会第３回定期総会

２　　月
15 平成19年第１回臨時会
25 つがる市文化賞・スポーツ賞授与式

３　　月
6 議会運営委員会
9 平成19年第１回定例議会（～22日）

12 予算決算特別委員会（～15日）

16
経済常任委員会
教育民生常任委員会

19 総務常任委員会
26 つがる市国民保護協議会
28 青森県後期高齢者医療広域連合会組織会

30
つがる市連合婦人会定期総会
つがる市交通安全対策協議会

松 

橋 

勝 

利 

氏  

三 

上　

  

洋 

氏

　

３
月
２
日
と
４
月
４
日
の
両
日
、
市
議
会
議
員
の
欠
員
に
伴
う
繰
上

補
充
（
公
職
選
挙
法
第
１
１
２
条
第
５
項
）
の
た
め
の
選
挙
会
を
開
き
、

次
点
の
松
橋
勝
利
氏
、
三
上
洋
氏
が
繰
上
当
選
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　
　
　
　

名　

松　

橋　

勝　

利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　
　
　
　

所　

富
萢
町
里
見
36
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年　
　
　
　

齢　

68
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
算
当
選
回
数　

６
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　
　
　
　

名　

三　

上　
　

洋　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　
　
　
　

所　

木
造
林
阿
曽
沼
21
番
地
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年　
　
　
　

齢　

57
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
算
当
選
回
数　

２
回

※
公
職
選
挙
法
第
１
１
２
条
第
５
項

　

議
員
の
欠
員
が
当
該
議
員
の
選
出
さ
れ
た
選
挙
の
期
日
の
日
か
ら
３
箇
月
以
内

に
生
じ
た
場
合
で
、
法
定
得
票
数
を
得
て
当
選
人
と
な
ら
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る

と
き
は
、
得
票
上
位
の
者
か
ら
当
選
人
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

繰
上
当
選

冷蔵庫から取り出したナガイモを
箱詰め作業　　　　　　　　　　

屋根のトタンに穴が開き、今にも
崩れ落ちそうな天井　　　　　　

市議会だより編集委員


